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明けましておめでとうございます。地域の皆さまにはいつも温か

いお支えをいただきありがとうございます。これから寒さも益々

厳しくなることでしょう。体調管理に注意し健やかにお過ごしく

ださるようお気を付け下さい。 

 
冬場は乾燥しやすく一年で最も火災が発生しやすい季節です。今

回は家屋火災の原因の上位を占めるトラッキング火災についての

説明と予防方法をお知らせします。 

トラッキング火災とは、コンセントの差込口にほこり等が付着し

たまま長い間コンセントに差し込んだ状態にしておくことで差込

み口に電気が流れ、ショートして火災になることをいいます。 

予防方法としては、定期的に掃除をして付着したほこりなどを取

り除き、器具を使用しないときは差込プラグを抜くようしましょ

う。 

また、傷んだコードを使用したり、束ねた状態や重い荷物が乗っ

た状態での使用は、その部分に負荷がかかり、断線して出火する

可能性がありますので、大変危険です。 

破れや裂け目のある傷んだコードはすぐに交換しましょう。ま

た、コードの上に重い物をのせたり、束ねた状態の使用はやめま

しょう。 

 

参考資料：消防庁予防課 電気器具の安全な取り扱いより抜粋 

トラッキング火災に注

意 



 

 

最近、高齢者を狙った訪問販売や電話セールスによる悪徳商法の

被害が多発しております。今回は茨城県消費者センターでおすす

めする上手な断り方や予防方法を勉強していきましょう。       

 
大事なのは日頃から家にいても玄関には鍵をかけてセールスマン

を家の中に上げないようにすることです。来た場合でも対面せず

インターフォンや玄関越しに対応するようにしましょう。断る時

は、理由等を説明せず「いりません。」と断りの言葉だけをはっ

きり伝えましょう。また、知らない人が来た場合、居留守を使う

のも有効です。 

 
予防策として有効なのが１１６に電話をして電話帳への記載をや

めてしまうことです。また在宅中も留守番電話にしておくことも

有効です。電話にでてしまった場合でも、相手の話に付き合わず

電話を切ってしまうのも賢い方法です。 

 

 

 

どちらの場合も、有効なのは、相手にセールストークをさせず断

りの意志を示すことです。自分の身は自分で守るという気持ちを

持ち参考にしていただければ幸いです。 

 

訪問販売の場合 

電話勧誘の場合 

まとめ 



 

出典：茨城県消費者啓発講座地域で取り組む消費者教育より抜粋 


